
- 3 -

研究成果の紹介 >>>>>

奄美群島の伝統文様の図形化と用途展開に関する研究

企画支援部

１ はじめに

奄美群島は，地理的にも歴史的にも独自の文化

を育んでおり，中でも「針突（はづき）」は，明

治初めまで女性の手の甲に施されていた独特な習

慣で，これまで脚光を浴びてきませんでした。

そこで，針突の文様や奄美群島に残る他の文様

（高倉文様）をデータ化・図形化し，複合利用す

るなどして新規文様を創出し，奄美群島内の企業

と共同で伝統文様を利用した商品開発を行いまし

た。

２ 針突の文様や高倉の文様について

針突は，沖縄や奄美の女性の手の甲や手首に施

されていた入墨の習慣で，明治の初め頃の禁止令

が出るまで行われていました。針突を施すことは

女性の憧れでした。文様は部位ごとに様々あり，

ほとんどが魔除けを願ったものですが，右手は親

にしてもらい，左手は結婚後に配偶者にしてもら

うなど背景が奥深いものです。

高倉は，古代南方型建築様式で造られた高床式

倉庫で，その高倉の入り口に，様々な文様が施さ

れています。入り口中央に１個もしくは対象的に

２個施したものが多く。その意味合いは，東西南

北を表したものや外敵を防ぐ呪術的なものなど諸

説ありますが，昔は文字が読めない人も多かった

とのことから表札的な意味合いが強いのではない

かと言われています。図１は２つの文様を図形化

し，ポスターにしたものです。

図１ 図形化した針突文様と高倉文様

３ 文様を利用した商品開発

データ化された文様を使用し，島内の企業と

共同で染織製品や木工製品など様々な商品化を行

いました（図2）。店頭などで，針突の風習や文

様の意味などを説明すると，観光客だけでなく地

元の人も関心を持って購入していただけると好評

です。開発した商品は，開発企業のブログやフリー

ペーパー等で情報発信されています。商品の中に

は，公募展や特産品コンクールで入賞するなど新

しい取り組みもはじまっています。

図２ 文様を利用した様々な商品

４ おわりに

今回の研究で，地域文化を反映した文様を商品

展開すると，強いアピール力を持つ商品を生むこ

とがわかりました。針突の文様は，女性に縁のあ

るものなので，今後は女性を意識した商品（女性

向け黒糖焼酎や地元フルーツや黒糖を利用したス

イーツ）のパッケージデザイン等に利用していた

だければと期待しています。奄美の伝統文様を利

用して商品化を行いたいという企業等がございま

したら，お気軽に企画支援部までご相談ください。
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ネックレスやブレスレット タペストリーや暖簾

草木泥染大島紬 携帯ストラップなど

タペストリー（藍染） ショール（スパンコール）
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